
新基本計画体系案 現基本計画体系

【政策】 【施策】 【政策】 【施策】

① 地域における区民参画・協働の推進 ① 区民参画の推進

② 地域における活動・交流拠点の充実 ② 多様な主体による連携・協働の促進

① 地域を担う人材・団体の育成支援

② 地域における活動拠点の充実

【変更理由】

地域づくりの方向１について

１－（１）
地域力の向上に向けた参画と協
働の推進

１－（１） 参画と協働の推進

～あらゆる主体が参画しながらまちづくりを実現していくまち～

１－（２） １－（２） 地域力の向上

●１－（１）～（２）
「１－（１）（参画と協働の推進）」と「１－（２）（地域力の向上）」を、「地域力の向上に向けた参画と協働の推進」に一本化し、施策を「地域における区民参画・協働の推進」及び「地域
における活動・交流拠点の充実」の２つとする。
現基本計画における、「施策１－（１）－①（区民参画の推進）」、「１－（１）－②（多様な主体による連携・協働の促進）」、「１－（２）－①（地域を担う人材・団体の育成支援）」につい
ては、地域力の向上に向けた一連の取り組みであり、違いを出しにくい。また、地域力の向上に向けては、地域団体等への支援・参画・連携・協働を一体として取り組むとともに、地
域における活動・交流拠点の充実が重要であるため、改めて施策の内容を整理・再編する。

●「１－（１）－②（旧１－（２）－②）を「活動拠点の充実」から「活動・交流拠点の充実」に変更する。
協働のまちづくりに関する区民意識調査（令和２年８月実施）における「参画・協働における今後の優先度」について、最も回答の多かった「地域活動のための施設やスペースがあ
り、子どもから高齢者までの多様な世代が交流している」を施策に反映させる。

１－（１）と統合

資料４－２
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【目指すべきまちの姿】 SDGs を踏まえた2030年に実現するまちの姿

政策

【取組方針】

〇公民による協働や地域団体の相互連携が進み、地域課題の解決に向けて共に協力しあうまち。
〇時代や社会環境の変化に対応し、活発な地域活動が展開されるとともに、多様な人々・団体が

地域の担い手として 積極的に活動しているまち。

施策１－１－１ 地域における区民参画・協働の推進

１－１ 地域力の向上に向けた参画と協働の推進

【施策の進捗状況を測る参考指標】

地域団体等との協働及び相互連携の推進
社会情勢の変化やライフスタイルの多様化などに伴い、新たな地域課題が生じています。課題の解決のために

は、町会や商店街などの多様な主体との「オールとしま」による連携・協働の促進が必要です。
区民参画の機会を充実し、協働による地域課題の解決に取り組むとともに、地域団体等の活動や団体相互のネ

ットワーク構築への支援を強化していきます。
［主な事業］協働推進プロジェクト事業

区政連絡会の充実
区政連絡会は町会との区政情報の共有や意見交換などの重要な役割を果たしています。今後は、更なる区民参

画の場としての役割の強化や時代の流れを踏まえた開催手法の導入などが求められています。
区政連絡会において、地域課題の解決に向けた課題別の勉強会を実施するとともに、より機能的な活動を促進

するためオンラインによる開催などの新たな取組みを推進します。
［主な事業］区政連絡会運営事業

町会活動の活性化の推進
少子高齢化の進行や価値観の多様化などにより、地域の支え合いが希薄化し、町会の加入率低下や担い手不足

といった課題が深刻さを増しています。
町会の代表を委員とした「町会の課題解決に向けた検討会」を引き続き開催するとともに、SNSを活用した情

報発信など町会のICT化を支援します。さらに、若年層や子育て世代、外国人等の町会活動への参加促進や活動の
担い手育成を積極的に支援します。

［主な事業］町会活動活性化支援事業、町会連合会事業への補助

成果を測る参考指標 現状値
（2020年）

目標値
（2025年）

参考値
（2030年）

「さまざまな地域活動団体やNPO、
企業、大学、行政等の連携によるま
ちづくりが進んでいる」について、肯定
的な回答をする区民の割合【％】

26.7 30.0 35.0

活動指標 現状値
（2020年）

目標値
（2025年）

参考値
（2030年）

区とNPO等との協働事業の
実施数【件】 222 260 300
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1-1-1 施策内容チェックシート
１．施策名変更

新 旧

施策名 地域における区民参画・協働の推進 区民参画の推進

［変更理由］
◇「区民参画」と「協働」は、地域力の向上に向けた一連の取り組みであるため

２．主な取組内容
新見出し 旧見出し

●地域団体等との協働及び相互連携の推進
◇協働の一層の推進
◇地域団体等の活動及び団体相互のネットワーク構築の一層の支援

◇地域活動団体のネットワーク支援の推進
◇協働推進プロジェクトの充実
◇区民活動支援のための事業補助の充実

●区政連絡会の充実
◇課題別に特化した勉強会の実施など区民参画の場としての充実化
◇オンラインを活用した開催

◇区政連絡会の充実・町会活動活性化の支援
◇テーマ別地域協議の推進

●町会活動の活性化の推進
◇町会の課題解決に向けた検討会開催及び町会活動のICT化の支援
◇若年層や子育て世代、外国人等の町会活動への参加を促すため取り組み

など活動の担い手の育成

◇町会・自治会活動への支援の充実

３．SDGsを意識した点
◇目指すべきまちの姿において、地域と行政との協働及び地域団体同士の連携による地域課題の解決を掲げ、パートナーシップによる目標達成の視点
を盛り込んだ。

意識したゴール 意識したターゲット
17.17 公民、市民のパートナーシップ推進

意識したローカル指標
17.17 地域住民との意見交換の場の開催数

◇地域活動交流センターにおけるICTを活用した団体相互のネットワーク構築
◇区政連絡会のオンラインを活用した開催
◇SNSを活用した情報発信など、町会活動のICT化の促進

５．参画と協働を意識した点
◇区とNPO等多様な主体との協働に加え、多様な主体同士の連携など、「オールとしま」でのパートナーシップの一層の推進を明記した。
◇区政連絡会を区民参画の場とするための取り組みを明記した。
◇若年層や子育て世代、外国人等多様な人々の町会活動への参加を促す支援を明記した。

４．サステナブル・リカバリーを意識した点（after/withコロナに向けた取組、DX（ICT活用）を意識した点）
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【目指すべきまちの姿、取組方針と指標の対応関係】

→

→

【施策の進捗状況を測る参考指標】

【参考】 現基本計画の「施策の達成度をはかる指標」

指標設定に向けたチェックシート

施策名 １－１－１ 地域における区民参画・協働の推進

部課名 区民部　区民活動推進課

目指すべきまちの姿
成果を測る
参考指標

数値目標では捉えられない／現状数値
化できない評価の視点 取組方針（見出し） 活動指標

公民の協働や地域の団体同士の相互連携が進み、地域
課題の解決に向けて共に協力しあうまち。

①「さまざまな地域活動団体やNPO、
企業、大学、行政等の連携によるま
ちづくりが進んでいる」について、肯定
的な回答をする区民の割合【％】

多様な主体間の相互連携の促進度
地域団体等との協働及び相互連携の
推進

②区とNPO等との協働事業の実施数【件】

時代や社会環境の変化に対応した活発な地域活動が展
開され、多様な人々が地域の担い手として積極的に活動
しているまち。

③「町会・自治会活動、地域貢献活動
への参加が広がっている」について
肯定的な回答をする区民の割合【％】

町会活動の活性化の推進
④ICT支援講座などに参加した町会の数
【町会】

指標名 区分
指標
種別

２０１８
実績値

２０１９
実績値

２０２６
目標値

２０２７
目標値

２０２８
目標値

２０２９
目標値

２０３０
目標値

①
「さまざまな地域活動団体やNPO、企業、大学、行政
等の連携によるまちづくりが進んでいる」について、肯
定的な回答をする区民の割合【％】

新規 成果指標 28

２０２０
実績値

２０２１
目標/実績値

２０２２
目標値

２０２３
目標値

２０２４
目標値

２０２５
目標値

30 31 32 33 34 3526 27 27 28 28 29

268 276 284 292 300

③
「町会・自治会活動、地域貢献活動へ
の参加が広がっている」について肯
定的な回答をする区民の割合【％】

新規 成果指標 19

222 236 242 248 254 260② 区とNPO等との協働事業の実施数
【件】

継続 活動指標 218 228

24 26 28 29 30 3219 16 16 18 20 22

80 90 100 110 129

指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

- 10 20 40 60 70④
ICT支援講座などに参加した町会の
数【町会】

新規 活動指標 - -

指標③ 区民意識調査の参画・協働の同質問に「どちらかというとそう思う」と
回答した区民の割合

区民の意識調査に基づく客観的な指標のため 協働のまちづくりに関する区民意識調査

指標④ 区主催の町会セミナーや都による町会支援事業等への参加町会数
（累計）

各町会のICT化への取り組み状況を示す客観的な指標のため 所管課データ

指標① 区民意識調査の参画・協働の同質問に「どちらかというとそう思う」と
回答した区民の割合

区民の意識調査に基づく客観的な指標のため 協働のまちづくりに関する区民意識調査

指標②
全課対象の調査による当該年度の区と外部との協働事業実施総数
（但し、相手方と指揮監督関係にある業務委託契約などは除く）

区とNPO等との協働の活動量の指標であるため 所管課データ

２０２５
目標値

設定理由

「区政への区民の意見の反映」について、肯定的
な回答をする区民の割合

成果指標 廃止
豊島区基本計画策定のための区民意識調査報告
書 38.7% 45.0% 50.0%

肯定的な回答の増加は、区民参画の仕組みが形成されている
ことを示す指標のため

指標名
指標
種別

区分 出典
２０１４
実績値

２０２０
目標値

254事業
NPOや地域団体など多様な主体が連携・協働して実施した事
業数を示す指標であるため

「地域活動への参加」について「現在、参加してい
る」と回答する区民の割合

成果指標 廃止
豊島区基本計画策定のための区民意識調査報告
書 13.9% 21.5% 27.8%

地域活動への参加状況や担い手の育成状況を把握する指標
であるため

協働事業の実施数 活動指標 継続 所管課データ 169事業 217事業
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【目指すべきまちの姿】 SDGs を踏まえた2030年に実現するまちの姿

政策

【取組方針】

〇地域区民ひろばや地域活動交流センターなど地域活動の拠点において、様々な地域団体の活動や
団体間の連携及び交流が活発に展開されるまち。

施策１－1－２ 地域における活動・交流拠点の充実

１－１ 地域力の向上に向けた参画と協働の推進

【施策の進捗状況を測る参考指標】

成果を測る参考指標 現状値
（2020年）

目標値
（2025年）

参考値
（2030年）

地域活動のための施設やスペースがあ
り、子どもから高齢者までの多様な世
代が交流している」について肯定的な

回答をする区民の割合【％】

26.6 30.0 35.0

活動指標 現状値
（2020年）

目標値
（2025年）

参考値
（2030年）

地域区民ひろばにおける事業
実施回数【回】 10,466 19,000 23,000

SDGsの拠点としての地域区民ひろばの発展
地域区民ひろばは、地域コミュニティの活動の拠点としての機能の強化・充実が求められています。また、令和

３年度時点では、22施設のうち11施設がNPO法人の運営となっています。
NPO法人化の推進を含め、より効果的な運営を図るために、各区民ひろば運営協議会の活動及びそれぞれの相

互連携を更に促進するとともに、人材育成を推進します。また、「SDGsの拠点」と位置付け、SDGs関連事業及
び様々な地域活動を展開するとともに、隣接公園との一体的利用の促進や計画的な施設の更新などによる機能強化
・充実を図っていきます。

［主な事業］地域区民ひろばの推進事業／地域区民ひろばでのSDGs事業の実施
区民ひろば池袋、椎名町、要の改築／区民ひろば朋有、南大塚の改修

地域活動拠点の機能の充実
多くの地域活動団体が、時代や社会環境の変化に応じた活動方法の見直しなどについて模索しています。
地域活動交流センターの相談業務のオンライン対応など機能の拡充や、区民集会室の利用料のキャッシュレス化

など利便性を向上し、地域活動団体の活動の持続・発展を支援します。
［主な事業］地域活動交流センターの管理運営/区民集会室管理運営事業
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◇「目指すべきまちの姿」において、「地域活動の拠点（安全で使いやすい公共スペース）」にSDGsの住み続けられるまちづくりの視点を、「様々な
地域団体の活動や団体間の連携及び交流」にパートナーシップの視点を盛り込んだ。

◇地域区民ひろばをSDGｓの拠点と位置付けるとともに、SDGs関連事業の実施を記載した。

意識したゴール 意識したターゲット
11.7 安全で使いやすい公共スペースを、すべての人が利用

できるようにする。
17.17 公民、市民のパートナーシップ推進

意識したローカル指標

1-１-2 施策内容チェックシート
１．施策名変更

新 旧

施策名 地域における活動・交流拠点の充実 地域における活動拠点の充実

【変更理由】
「活動拠点の充実」から「活動・交流拠点の充実」に変更する。
協働のまちづくりに関する区民意識調査（令和２年８月実施）における「参画・協働における今後の優先度」について、最も回答の多かった「地域活動のための施設やス

ペースがあり、子どもから高齢者までの多様な世代が交流している」を施策に反映させる。

２．主な取組内容

◇相談業務のオンライン対応や施設利用料のキャッシュレス決済の導入を通して、時代のニーズに合った区民及び地域活動団体の支援の一層の充実
を図る。

５．参画と協働を意識した点

◇地域区民ひろばにおけるSDGs関連事業の実施により、地域活動の活性化を図る。
◇地域活動・交流の拠点を充実させることにより、多様な主体の協働を促進する。

４．サステナブル・リカバリーを意識した点（after/withコロナに向けた取組、DX（ICT活用）を意識した点）

３．SDGsを意識した点

新見出し 旧見出し

●SDGｓの拠点としての地域区民ひろばの発展
◇各区民ひろば運営協議会の活用及び相互連携の更なる促進、人材育成の
推進
◇ＳＤＧs関連事業及び様々な地域活動の展開
◇隣接公園との一体的利用の促進及び計画的な施設の更新

◇地域活動の拠点としての地域区民ひろばの発展
◇区民ひろば運営協議会の相互連携による地域活性化の促進
◇地域区民ひろば運営協議会（自主運営）の推進
◇地域区民ひろばを活用した人材育成の推進

●地域活動拠点の機能の充実
◇地域活動交流センターの相談業務のオンライン対応など機能の拡充
◇区民集会室の利用料のキャッシュレス化など利便性の向上

◇区民活動センターから地域活動交流センターへの機能拡大
◇区民集会室の設備等の充実
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【目指すべきまちの姿、取組方針と指標の対応関係】

→

→

【施策の進捗状況を測る参考指標】

【参考】 現基本計画の「施策の達成度をはかる指標」

地域区民ひろば自主運営本格実施（モデル実施を
含む）地区数（累計）

成果指標 廃止 地域区民ひろばデータブック 5地区 10地区 15地区
自主運営箇所の増加は、区民活動の活性化と住民の参加意識
の高まりを示す指標のため

地域区民ひろば運営協議会（NPO法人含む）の企
画主催事業の延べ開催数（年度毎）の推移

活動指標 廃止 地域区民ひろばデータブック 728回 1,246回 1,696回
地域の特色を生かした独自の地域づくりがどの程度進められて
いるかを示す指標であるため

指標設定に向けたチェックシート

施策名 １－１－２ 地域における活動・交流拠点の充実

部課名 区民部　区民活動推進課・地域区民ひろば課

目指すべきまちの姿
成果を測る
参考指標

数値目標では捉えられない／現状数値
化できない評価の視点 取組方針（見出し） 活動指標

①地域区民ひろばの来館者数【人】
SDGsの拠点としての地域区民ひろば
の発展

②地域区民ひろばにおける事業の実施件
数【件】

③「地域活動のための施設やスペー
スがあり、子どもから高齢者までの多
様な世代が交流している」について肯
定的な回答をした区民の割合【％】

活動拠点の利便性の評価、地域活動交流
センターの利用と地域活動の活性化及び相
互連携の相乗効果

地域活動拠点の機能の充実
④地域活動交流センターにおける相談件数
【件】

地域区民ひろばや地域活動交流センターなど地域活動
の拠点において、様々な地域団体の活動や団体間の連
携及び交流が活発に展開されるまち。

指標名 区分
指標
種別

２０１８
実績値

２０１９
実績値

２０２６
目標値

２０２７
目標値

２０２８
目標値

２０２９
目標値

２０３０
目標値

① 地域区民ひろばの来館者数【人】 新規 成果指標 960,730

２０２０
実績値

２０２１
目標/実績値

２０２２
目標値

２０２３
目標値

２０２４
目標値

２０２５
目標値

878,000 921,800 967,600 1,015,500 1,065,605 1,097,000842,906 410,793 571,000 647,500 647,500 725,000

19,800 20,600 21,400 22,200 23,000

③
「地域活動のための施設やスペースがあり、子
どもから高齢者までの多様な世代が交流して
いる」について肯定的な回答をした区民の割合
【％】

継続 成果指標 26

10,466 17,000 17,500 18,000 18,500 19,000② 地域区民ひろばにおける事業の実施
回数【回】

新規 活動指標 20,111 18,053

30 31 32 33 34 3526 27 28 28 29 29

120 130 140 150 150

指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

70 75 80 90 100 110④
地域活動交流センターにおける相談
件数【件】

新規 活動指標 102 55

指標③
区民意識調査の参画・協働の同質問に「どちらかというとそう思う」と
回答した区民の割合

区民の意識調査に基づく区の取り組みに対する効果の客観的な指標であるため 協働のまちづくりに関する区民意識調査

指標④ 当該年度における地域活動交流センターの相談サービス利用件数 地域活動団体交流センターにおける団体支援の活動量の指標であるため 所管課データ

指標① 地域区民ひろばの来館者数 地域区民ひろばにおける活動の成果を客観的に示す指標であるため 所管課データ

指標② 地域区民ひろばで実施した事業数 地域区民ひろばにおける事業実施の活動量の指標であるため 所管課データ

２０２５
目標値

設定理由

「地域活動のための施設やスペースがあり、子どもから高齢者までの多
様な世代が交流しているか」について肯定的な回答をする区民の割合 成果指標 継続 豊島区基本計画策定のための区民意識調査報告書 13.7% 21.2% 27.4%

地域において多様な世代のための活動拠点が充実しているか
を測る指標のため

指標名
指標
種別

区分 出典
２０１４
実績値

２０２０
目標値

5.8%
子育て世代を中心とした事業実施は、新たな地域活動の担い
手を育成し、地域力の向上につながっていくと考えられるため

地域活動への参加意欲 活動指標 廃止 「シニア変身講座」実施後のアンケート結果 37.0% 75.0% 100.0%
運営協議会のゆるやかな運営協力員として、地域活動への参
加意欲を示す指標であるため

地域区民ひろばの子育て世代を含む年齢層（18歳
から64歳）の登録率

活動指標 廃止 地域区民ひろばデータブック 2.9% 4.2% 7


